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は じめ に

近 年， ｓｅｘｕａ１亘ｙ 敏ａ灯ｓｍｉｔｔｅｄ ｄｉｓｅａｓｅｓ （以 下

Ｓ？Ｄ） の 増 加 傾 向 に 注 目 が 寄 せ ら れ て い る
．

そ の

申 で， 我 が 国 で の 梅 毒 患 者 数 は 昭 和２０年 代 よ り 減

少 傾 向 を 示 し て い た が， 昭 和５０年 代 半 ば か ら は

２，０００人 前 後 の 届 け 出 で 推 移 して お り，病 期 別 で は

初 期 梅 毒 の 割 合 が 多 く な っ て い る と い わ れ て い

る亘）
． そ の よ う な 状 況 下 で， 最 近 内 視 鏡 診 断 の 進 歩

と 普 及 に よ り 胃 梅 毒 に 関 す る 報 告 が 散 見 さ れ て い

る２）～９）
． 胃 梅 毒 の Ｘ 線 お よ び 内 視 鏡 所 見 は 胃 癌 や

胃 悪 性 リ ンパ 腫 と の 鑑 別 が難 し く， そ の 確 診 に は

病巣からの τ妙ｏ脇 舳 柳 胴 舳 の証明が必要

で あ る
．

しか し， 第 二 期 以 降 で は そ の 検 出 が 困 難

で あ り， か つ て は 胃 癌 と 疑 わ れ て 外 科 手 術 が 行 わ

れ て か ら 確 診 が つ く こ と も 多 か っ た１０〕一１２）
．

今 回 の 我 々 の 症 例 は 多 彩 な 胃 の 潰 瘍 所 見 か ら 胃

梅 毒 を 疑 い， 組 織 診 に お い て 確 認 を 得 た 数 少 な い

症 例 で あ る の で こ こ に 報 告 す る．

症 例

患 者 ：４８歳， 男 性．

主 訴 ： 心 窩 部 痛， 嘔 吐
．

既 往 歴 ：３０歳， 十 二 指 腸 潰 瘍．

家 族 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し．

現 痛 歴 １１９８９年 ６ 月 ８ 日 頃 よ り 心 窩 部 痛 と 食 後

の 嘔 吐 が 出 現 し た． 胃 液 の 逆 流 し て く る よ う な 不

快 感 も あ り ６ 月１２日 豊 岡 第 一 病 院 消 化 器 科 に 来 院

した． 食 欲 不 振 は な く， 便 の 異 常 に は 気 づ い て い

な か っ た
．

皮 膚 の 発 疹 や リ ンパ 節 の 腫 脹， 陰 部 局

所 の 異 状 な ど に も 全 く 気 づ い て い な か っ た．

現 症 ： 体 格， 栄 養 は 中 等 度 で あ っ た
．

上 腹 部 に

圧 痛 を 認 め た． 陰 部 局 所 の 硬 結， 鼠 径 リ ンパ 節 の

腫 脹
，

皮 膚 の 発 疹 な ど は 認 め な か っ た．

血 液 生 化 学 検 査 （表 １）： 貧 血 は な く， 肝， 胆，

膵， 腎 機 能 な ど に も 特 変 は み ら れ な か っ た
．

な お，

梅 毒 定 量 反 応 で は ガ ラ ス 板 法１２８倍，補 体 結 合 反 応

６４倍， ＴＰＨ Ａ １０，２４０倍 で あ っ た
．

胃 透 視 所 見（図 １）： 充 影 像， 粘 膜 像 と も に， 幽

門 洞 に 整 の 不 整
， 硬 化， 狭 窄カミ認 め ら れた． 幽 門

洞 の 狭 窄 は 対 称 的， 同 心 円 的 で あ っ た
．

内 視 鏡 所 見（図 ２ 左 上）： 幽 門 部 か ら 胃 角 部 に か

け て 不 整 な 潰 瘍 が 多 発 し て い た．
潰 瘍 縁 は 易 出 血

性 で， 周 囲 の 粘 膜 も 浮 腫 を 呈 し て お り， 凹 出 著 明

表 １ 血 液 生化 学 検 査
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１０迅

図 １ 胃 透 視 所見

充影 像， 粘膜 像 と も 幽門 洞 の壁 不 整 ・ 硬化 ・ 狭 窄 を認 め る． 狭 窄 は対 称 的， 同 心 円 的

で あ る
．

で あ っ た．
潰 瘍 内 に は 浮 腫 状 の 粘 膜カ嶋 状 に 存 在

し て い た
．

組織所見（図２右上）：粘膜下の小細胞浸潤と血

管 結 合 組 織 の 増 生 が み ら れ た． 形 質 細 胞 は み ら れ

ず， 非 特 異 的 炎 症 所 昆 の み で あっ だ
．

蛍 光 抗 体 法 所 見（図 ２ 右 下）： 蛍 光 を 発 す る ら せ

ん状の τ物ｏ肋 棚 柳 肋 ㈱ が陽性であっ花．
こ れ ら の 所 昆 よ り， 診 察 初 期 は 消 化 性 潰 瘍 を

疑 っ た が
， 胃 透 視 所 見 よ り は 胃 癌 を， 胃 内 視 鏡 か

ら は 胃 癌、 胃 悪 性 リ ン パ 腫， 胃 梅 毒，ａＣ 搬 ｇａＳｔｒｉＣ

㎜篶ｃｏｓ 洲 ｅｓｉ㎝ （ＡＧ Ｍ Ｌ） な ど を 疑 っ た． し か し

梅 毒 反 応カ§強 陽 性 で あ り， 最 終 的 に 蛍 光 抗 体 法 所

見により τ妙ｏ肋 ㈱ 柳 伽 ㈱ の存在が認めら

れ， 胃 梅 毒 と 確 定 診 断 さ れ た
．

経 過 （表 ２）： 潰 瘍 を 疑 っ た 初 期 に ｃｉ鵬 飼 腕ｅ

６００ｍｇ／ｄ 奴，ｔｅｐ蛇篶ｏ鵬 １５０㎜ｇ／曲 ｙ，ｉ蝸ｏｇ１独ｄ蔓狐ｅ

ｍａ五ｅａｔｅ 近㎜ｇ／ｄａｙ， ｂｅ鵬 ｘａｔｅ ｈｙｄｍ ｃｈ亘ｏｒ亘ｄｅ

ｂｅｔａｄｅｘ １，２００ｍｇ／ｄａｙ な ど の 抗 潰 瘍 剤 を 投 与 し

た が 胃 病 変 に 変 化 は 全 く み ら れ な か っ た． 胃 梅 毒

を 疑 っ て か ら ｔｉｃａ地１１１ｎ（ＴＩＰＣ） １０９／ｄａｙ 点 滴 静

注 や ｓωｔａ㎜｛ｄ１１ｉｎ ｔｏｓ１１ａｔｅ （ＳＢＴＰＣ） １
，
１２ 舳 ｇ／

曲ｙ 経 口 投 与， そ の 後 ａｒαｐｉｃｍｉ篶（ＡＢＰＣ）２９／ｄａｙ

点 滴 静 注 や αｙ 倣 ｏ㎜ｙ ぬ （ＥＭ）１
，
２０腕 ｇ／ｄａｙ の

経 口 投 与 な ど に よ り ３ ヵ 月 後 に は 胃 病 変 は 消 失

（図 ２ 左 下）し宝 １１ヵ 月 後 に 梅 毒 血 清 反 応 は 定 量 で

ガラ ス 板 法 ８ 倍， 補 体 結 合 反 応 ２ 倍， ＴＰＨＡ ３２０

倍 と 低 値 固 定 した． 五 年 後 に 十 二 指 腸 潰 瘍 の 再 発

を みた が 抗 潰 瘍 剤 で 治 癒 し， 以 後 再 発 の 徴 候 は な

レ ）

．

考 察

本 症 例 の 梅 毒 は ３， ４ ヵ 月 前 に 感 染 の 機 会カミ

あ っ た カ§室 皮 疹 や リ ン パ 節 の 腫 大 な ど を 認 め な

か っ た こ と か ら 考 え て 第 Ｉ 期 の 後 半 に あ た る も の

と 考 え ら れ 花
．

消 化 性 潰 瘍 の 既 往 淡 あ り， 来 院 時

は 消 化 性 潰 瘍 を疑 っ た も の の， 内 視 鏡 検 査 で の 多

彩 な 潰 瘍 像 か ら 胃 梅 毒 を 疑 い， 蛍 光 抗 体 法 に て

〃 物 倣 榊 〃ｚ肋閉 を証明でき花ものである．

胃 梅 毒 は１８３４年 に Ａｎｄｒａｌカ§初 め て 胃 症 状 と 梅

毒 の 関 連 を 記 載 し，１８９王年 に Ｃｈ 脈ｉが 胃 梅 毒 の 病

理 学 的 特 徴 を 記 載 し て い る王３〕
．

頻 度 と し て は，第ｎ玉期 梅 毒 患 者 の 約０．３兆 と い わ

れ て い る が１３）
，Ｓｐｅｌｌｂ欲ｇ ら旦考）は 内 視 鏡 診 断 に よ る

表 層 性 胃 炎 な ど を 含 め て， 多 数 の 粘 膜 病 変カミ梅 毒

第ＩＩ期 に は 多 い こ と を 報 告 して い る． 最 近 本 邦 で

発 見 さ れ る 梅 毒 は 剃ＩＩ期 の も の は稀 で， ほ と ん ど

カ 沸 ＩＩ期 以 下 の も の で あ り，
さ ら に 内 視 鏡 の 進 歩

箏
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亙鰯

崖 上 腎内 規 鏡繰 ： 醐 門 か 蔭胃 触 肋 杉 て望 不整 彩 潰 瘍の 多 発 紀糖 膜豪）浮鰹 を み る 潰 瘍 内 に一部

島 状 に 蕊常 糖 膜 淡み ㌶ 鵬 曲

奮 上 組 織 所 箆： 総 膜 下 の小 綴 駿 浸 潤＆ 滋 管緕 合 織 の増 壁 を み 慈の み で 彰り穿 葬 特 異 駒炎 症 像で あ

る
曲

傾 狡 染 亀
窒 ２㈱ ｘ｝

産 下 駆 梅 療 漆後 の 罵 灼 擬鏡 像 ： 潰蕩 は 慧 批 班 消 榮 して お り。 変 彩 も なく 治 癒 し て いる

宥 下 蛍兇 航 俸 漆１㌶ る 組 織 蕨 冤 ： 申 央 ぽ螢 洗 発 発 す 葛 綴 状 で 島せ ん 影 壷 し 稔 符 物 解 榊 伽ま

脇 繍 秘多数み 耐 鵬。

普 及 な ε か ら 実 際 の 発 生 頻 度 は こ れ を 上 固 る ＆ 思

わ れ る。

臨 床 症 状 と して は事 土 腹 部 痛 を 魑 吐 か 顕 著 な 持

徴 で あ る軸 平 野 ら遵ゆ 閉 例 の 集 計 で は 上 腹 部 痛 は

霧 概 に事 曜 吐 は 鑓 ％ に
彗

野 囚 ら 湖 の 報 告 で は
．
ｋ腹 部

痛 は五⑪⑬％ ぼ争 曝 畦 は 脇 ％ に み ら れ て い る曲 し か し

大 低 は 良 性 潰 瘍 の 症 状 竺 同 様 で あ り撃 祷 徴 的 な 臨

床 症 状 は な い
甜

占 拠 部 位 ど して は， 本 症 例 の よ う な 幽 門 洞 も し

く は 胃 角 か ら 幽 門 洞 秘 好 発 部 位 で あ る
曲

賊泌⑬聰

ら 陶 の 胃 レ ン ト ゲ ン 像 に よ る 分 類 に よ 托 ば誓 約

卿 ％；が 幽 門 洞 あ る い は 幽 門 前 部 の 欠 損 （映 鞭荻鮒一

１ｃ 印 膵）寧 餓 ％ は 胃 申 央 部 の 亜 鈴 型 あ る い は 砂 時

計 変 形 （ 鵬 瀞 徽 蚊 鰐）
事 溝 鴻 は 竃 の 大 都 分 の 溺 漫

性 侵 襲 （搬 鮎 鑓 蚊 陣） で あ る
曲

幽 門 洞 か ら 胃 角 部

に 多 い 原 因 は 未 だ 明 ら か で な い が彗 野 村 ㌶ は 幽

門 線 領 域 の 胃 の 疵 管 構 築 秘 最 も 粗 で あ る こ と が 関

係 し て い る お 推 定 し て い る曲

叉 線 所 屍 で は
曹 胃 壁 の 硬 化 と 狭 窄 が 室 な 所 見 で

あ る曲 砂 時 計 胃 な ども み ら れ寧 浸 潤 が 噴 門 都 を 残

し て 全 胃 に 及 べ ば 漏 斗 状 霧 を 星 す る。 幽 門 部 病 変

は 幽 門 狭 窄 を 来 し寧 対 称 的 な 狭 窄 は 比 較 約 特 徴 的

註 慈 松 て い る 閉
輻糖 膜 像 で は。凹 凸 不 正 な 透 亮 縁 と

浅 い 不 正 形 嬢 欄。 壁 硬 化菅 伸 展 不 良曹 浅 い 陥 凹の

所々 に 深 い 陥 凹曹 不 規 則 で 広 く 浅 い 陥 凹 と 大 小 不

弼 の 多 数 の 隆 趨
理 幽 門 都 同 心 円 的 狭 窄。

大 養 く 浅

い 陥 凹 な ど が み ら れ る と い デ？｝
曲

内 視 鏡 所 蒐 ＆ し て は養 梅 毒 性 潰 瘍 は ＾ 般 紀 大 き

一 猛柵 ポー
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表 ２ 本 症 例 の経 過

１９８９年 月 日 ６／１６ ６／１７ ６／２６ ７／１０ ７／２７ ８／３ ８／２６ ９／９

検 査 胃透 視 胃内視鏡 胃内視鏡 胃内視鏡 胃内視鏡

治 療 薬
ｃｉｍｅｔｉｄ｛ｎｅ ６００ｍ ｇ／ｄａｙ ｐ．ｏ．

↑

胃病変消失
ｔｅｐｒｅｎｏｎｅ １５０狐ｇ／ｄａｙ ｐ，ｏ、

１ｒｓｏｇｌａｎｄｉｎｅ ｍａｌｅａｔｅ ４狐ｇ／ｄａｙ ｐ．ｏ．
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補体結合反応

１０／１１
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２８０

１６

８

１１／１７

６４０

８

逐

１９９０／３／１３

３２０

８

２

１９９０／５／２

３２０

８

２

表３ 丁物ｏ倣 舳 〃 肋 舳 が証明され淀臨床報告例

年度 報告考 年齢 性 病変部位 病期 診 断 法

１９８５ 浦 野１剛 ３９ 男 胃 全 体 ２ 蛍 光 抗 体 法

１９８６ 梶 山’則 ３５ 男 幽 門 部 か ら 体 都 ２ 鍍 銀 法
，

蛍 光 抗 体 法

１９８７ 野 口１５〕 遂８ 男 胃角 部 か ら 体 部 ２ 鍍 銀 法

１９８８ 串 村 刎 ３４ 男 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 鍍 銀 法

１９８８ 中 園２１〕 ３１ 男 幽 門 部 か ら 胃 角 部 ２ 鍍 銀 法

１９８９ 帆 北 刎 ２ユ 所 幽 門 部 か ら 胃 角 部 ２ 鍍 銀 法

１９８９ 伊 藤２雪） ２６ 男 幽 門 都 か ら 胃 角 部 ２ 酵 素 抗 体 法， 蛍 光 抗 体 法

１９８９ 伊 藤２ヨ〕 ３２ 男 幽 門 都 か ら 体 部 ２ 酵 素 抗 体 法
， 蛍 兇 抗 体 法

１９８９ 西 脇２幻 ３９ 所 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 鍍 度 法
，

蛍 光 抗 体 法

１９８９ 奥 村２引 ４８ 男 幽 門 部 が ら 体 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９８９ 辰 巳２引 ３８ 男 幽 門 部 か ら 体 都 ２ 酵 素 抗 体 法

！９９０ 石 黒２η ４５ 男 幽 門 部 か ら 体 都 １ 酵 素 抗 体 法

！９９０ 神 山２壇） ３１ 男 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９０ 加 藤 酬 ３１ 所 胃 角 部 か ら 体 部 ２ 鍍 銀法

１９９０ 川 瀞価〕 ３８ 男 幽 門 部 か ら 胃 角 部 ？ 酵 素 抗 体 法

１９９０ 森３１〕 ４６ 男 幽 門 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９０ 西 田３２〕 ３６ 所 胃 角 部 が ら 体 部 ２ 鍍 銀法

１９９０ 志 水３３〕 ３４ 男 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９１ 小 林 洲 ３１ 男 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９１ 小 林茗４〕 ４２ 所 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 酵素 抗 体 法

１９９１ 春 田苫５〕 ３６ 男 十 二 指 腸 か ら 胃 角 部 ２ 酵 索 抗 体 法

１９９１ 春 田３５〕 ２６ 男 胃 全 体 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９１ 八 草茗６〕 ２５ 男 幽 門 部 か ら 胃 角 部 ２ 酵 素 抗 体 法

１９９１ 上ノ 山 帥 ３１ 所 幽 門 部 が ら 体 部 ？ 酵 素 抗 体 法

１９９１ 安 島ヨ呂） ２１ 所 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 酵素 抗 体 法

１９９１ 吉 田宣９〕 ４０ 男 幽 門 部 か ら 体 部 ２ 蛍 光 抗 体 法

１９９２ 村 井帥 ２６ 男 幽 門 部 が ら 胃 角 部 ２ 鍍 銀 法
，

酵 素 抗 体 法

！９９２ 日 田畠） ３６ 女 幽 門 部 か ら 胃 角 部 ２ 鍍 銀 法， 蛍 光 抗 体 法

１９９２ 丸 野６〕 蝸 男 幽 門 都 か ら 胃 角 部 １ 酵 素 抗 体 法， 蛍 兇 抗 体 法

一 Ｅ１０６ 一



１０７

１９９２

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

野 村η

野 村７〕

平 野４〕

勝 見２〕

米山

２１

３５

６３

３２

互８

男

男

勇

男

男

幽門都から体部

幽門部から体部

幽門部から胃角部

幽門部から胃角部

幽門部から胃角部

蛍 光抜体法

蛍 光抗体法

鍍 銀 法， 酵 素 抗 体 法

蛍 光抗体法

蛍 光抗体法

く て 浅 く， 辺 縁 は 蛇 行 性， 楕 円 形， 四 角 形 な ど の

不 正 形 を し て い る１？）
．

本 症 例 の よ う に 辺 縁 カミ易 出

血 性， 多 発 性 で 数個 の 潰 瘍カミ経 過 と 共 に 融 合 し 浅

い 不 正 形 潰 瘍 を形 成 す る こ と も 多 い．

組 織 学 的 に は， 肉 芽 組 織 と 胃 腺細 胞 の 萎 縮 が あ

り， 粘 膜 下 層 は 浮 腫 状 で， リ ンパ 球 お よ び 形 質 細

胞 浸 潤 が み ら れ， 拡 張 し た 毛 細 血 管 周 囲 に 血 管 周

囲 炎 を 伴 う１５）
． 悪 性 は 否 定 し え て も 組 織 学 的 に 胃

梅 毒 と 診 断 す る の は 非 常 に 困 難 とさ れ て い る．

鑑 別 診 断 に つ い て は， 胃 癌， 胃 悪 性 リ ン パ 腫，

Ａ Ｇ Ｍ Ｌ， 結 核， サ ル コ イ ド ー シ ス， ｒｅａｃｔｉｖｅ

豆ｙｍｐｈｏｒｅｔｉｃｕ１ａｒ ｈｙｐｅｒｐ亘ａｓｉａ ｏｆｓｔｏｍａｃｈ （ＲＬＨ）

な どカミあ げ ら れ る カミ， 確 診 は τ 妙ｏ肋 舳 切Ｚ一

肋 舳 を 証 明 す る こ と で あ る．
こ の た め に，

鍍 銀

染 色 法 や， 蛍 光 抗 体 法， 酵 素 抗 体 法 な ど が 行 わ れ

て い る． 我々 の 検 索 し 得 た 範 囲 で は（表 ３）， １９８５

年 が ら１９９５年 ま で で 自 験 例 を 含 め て３４例 の τ炊

力ｏ肋 伽 切Ｚ肋 舳 の 証 明 例 が あ る２舳｛９岬 ８）～３９）

カミ， 鍍 銀 法 で１１例， 蛍 光 抗 体 法 で１２例， 酵 素 抗 体

法 で１９例 が 証 明 さ れ て い る（重 複 例 あ り）
． 酵 素 抗

体 法 が 多 く 用 い ら れ て い る の は， 鍍 銀 法 よ り 特 異

性， 感 度 の 点 で 優 れ て お り， 蛍 光 抗 体 法 よ り 標 本

の 保 存 性 が 良 好 で， 光 顕 標 本 と の 比 較カミ可 能， 蛍

光 顕 微 鏡 等 の 特 殊 器 械 を 要 し な い な ど の 利 点 が あ

る た め と 思 わ れ た
．

治 療 で は， 抗 潰 瘍 療 法 は 無 効 で あ り， 駆 梅 療 法

に て 治 療 す る．
ペ ニ シ リ ン 系 抗 生 物 質 を 使 用 す る

が， ペ ニ シ リ ン系 抗 生 物 質 に 過 敏 症 が あ る 時 は，

セ フ ェ ム 系 抗 生 物 質 を 使 用 す る． 適 切 に 治 療 を 受

け れ ば， 胃 病 変 は １ ヵ 月 で 回 復 す る と い わ れ て い

る 州 が， 最 近 の 文 献 に は 自 然 寛 解例 も 報 告 さ れ て

い る ２）１５）４１）
．

お わ り に

我 々 の 経 験 し た 胃 梅 毒 の １ 例 を 報 告 し， 若 干 の

文 献 的 考 察 を 加 完 た
．
ＳＴＤ の 増 加 傾 向カミ注 目 さ れ

る な か， 難 治 性 の 潰 瘍 病 変 の 鑑 別 診 断 と して も 本

症 を頭 に い れ て お く 必 要カミあ る．
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Ｇａｓｔｒｏ ㎝ｔｅｒｏｌＥｎｄｏｓｃ３１：２４４６－２６６９
．

１９８９

２３） 伊藤 均， 真玉 寿 美 生， 藤 井保 治 ほ か １蛍 光 抗 体

補 体法 及 び 酵素 抗 体 ＡＢＣ 法 で 診 断 し 得 た 胃 梅 毒

の ２ 例
．

Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏｌ Ｅｎｄｏｓｃ ３ｉ １ ２６６５－２６６９．

１９８９

２丞） 西脇 寛， 加 藤俊 夫， 伊藤 佳 之 ほか ： 生検 で τ脈

ヵｏ〃㈱ω 切〃 肋 刎 淡 証 明 さ れた 第 ２ 期 胃 梅 毒 の

１ 例
．

胃 と 腸 ２４：６９３－６９９
．

１９８９

２５） 奥村 昇 司， 青 山 寿 久， 新 井 国修 ほ か １ 胃梅 毒 の １

例
．

Ｐｒｏｇ Ｄｉｇｅｓｔ Ｅｎｄｏｓｃ３５：２４９－２５２
．

１９８９

２６） 辰 巳 靖， 綱１１ 治， 山 道 昇 ： 酵 素抗 体 法 によ

り胃生 検組織 申に 「妙ｏ榊 舳 切１肋 舳 を証 明

し た 胃 梅 毒 の １ 例
．

胃 と 腸 ２４：８０３－８０８．
１９８９

２７） 石黒 典 予， 田 辺 誠， 夫 原 昇 ほ か ： 胃梅 毒 の １

例
．

Ｅｎｄｏｓｃ Ｆｏ ｍ ｍ ＤｉｇｅｓｔＤｉｓ５：２１８－２２２
．

１９８９

２８） 神 山 敏， 永 田 博 司， 唐 澤 達信 ほ か １ 酵素 抗 体 漆

によ り τ 〃 肋 舳 を証 明 しえ た 胃 梅毒 の １ 例．

Ｇａｓｔｒｏｅｎｔｅｒｏ１ Ｅｎｄｏｓｃ ３２：！３９４－１３９８．
１９９０

２９） 加 藤 義 郎， 村 井 俊 介， 商 橋利 明 ほ か ：鍍 銀 法 によ

り τ妙ｏ郷 舳 μ〃物 榊 を証明 し夷た 胃梅毒 の

１ 例
．

Ｅヨ消 病 会 誌 ８７：１０４－１０７． １９９０

３０） 川 浦昭 彦， 奥井 雅 憲， 西上 隆 之 ほか １ 胃 梅毒 の １

例
．

診 断 と 治 療 ５：９２１－９２３
．

１９９０

３１） 森 由美 子， 奥野 資 夫， 松林 祐 司 ほか ： 胃 生検 組 織

中に τ妙ｏ倣 棚 〃 伽 舳 を証明 し乏た 胃梅 毒

の １ 例
．

Ｇａｓｔｒｏｅ 耐 ｅｒｏｌ Ｅｎｄｏｓｃ ３２ ： １３９９－１４０７．

１９９０

３２） 西 田憲 一， 岡 芳 彦， 村 山 寛 ほか ： 胃梅 毒 の １

例 と 最 近２１年 間 の 本 邦 報 告 例 の 分 析
、

Ｇａｓ－

ｔｒｏｅ耐ｅｒｏ１ Ｅηｄｏｓｃ ３２：１３８６一ユ３９３
．

１９９０

３３） 志 水孝 久， 岸 田 泰 弘， 中１１１充 文 ほか ： 酵 素抗 体 法

に よ り 確 診 し え た 胃 梅 毒 の １ 例
．

消 内 視 鏡 ５：・

１７７９－！７８３
．

！９９０

３４） 小 林広 幸， 渕上 忠 彦， 福 島 範 子 ほか ： 胃梅 毒 の ２

例 一第 ２ 期 梅毒 性 皮 疹 との 形 態学 的 類 似性 に つ い

て 一
． 胃 と 腸 ２６：５４５－５５２．

１９９！

３５） 春 囲郁 子， 屋代 庫 人， 白 田 明 子 ほか ： 胃 生検 組 織

か ら直 接 τ 妙ｏ惚 舳 勿〃 肋 吻 を検 出 し， 診 断 し

え た 胃 梅 毒 の ２ 例
．

東 女 医 大 誌 ６１：４９５－４９９
，

ユ９９１

３６） 夫 草世 雄， 中根 恭 司， 岡 村 成 雄 ほか １ 酵 素抗 体 法

により τ妙ｏ榊 舳 切１彬 舳 を証明 しえ た胃 梅

毒 の １ 例
．

消 外 １４：１５５５－１５５９． １９９！

３７） 上 ノ山 利 雄， 越 山 健 二郎， 河面 孝 ほ か１ 駆 梅 療

法 のみ で 著 明改 善 した 胃梅 毒の １ 例． 日 臨外 医 会

誌 ５２１２６０－２６５． ！９９１

３８） 安 島裕 之， 関根 健 司， 菅 野 則夫 ほ か １ 酵素 抗 体 法

により τ物ｏ肌 伽 〃 肋 舳 を証明 しえ た胃 梅

毒 の １ 例
．

消 内 視 鏡 ３：６７５－６７９
．

！９９１

３９） 書 田 泉， 光永 篤， 鈴 木 茂 ほ か ： 治癒 過 程 を

観 察 し 完 た 胃 梅 毒 の ！ 例
．

Ｐｒｏｇ Ｄ１ｇｅｓｔ Ｅｎｄｏｓｃ

３８：３１９－３２２
．

１９９１

４０） Ｆａｎｃｈｅｒ ＰＳ ： Ｓｙｐｈｉ丑ｉｓ ｏｆ 之ｈｅ ｓｔｏ竈ｎａｃｈ
．

Ａ ｎｎ

Ｉｎｔｅｍ Ｍｅｄ ３５：２迅０－２４８
，

１９５王

４１） 山口 保， ヨｌ１ 清， 仲 屋 佐太 郎 ほ か： 胃 梅 毒，

第ＩＩ期 梅 毒 に お ける 胃 粘 膜 病 変 の 観 察． 胃 と 腸

４：５９－６５
．

１９６９

一 Ｅ１０８ 一




